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博物館見学実習報告
　6 月 2 日、多くの観覧客でにぎわう石川県立美術
館にて見学実習を実施しました。学部生 2 名による見
学レポートを掲載します。
























































　ナスカ展は、TBS アンデスプロジェクトの第 3 弾で
あり、全国を回る巡回展である。地上絵と言えば、世
界 8 番目の不思議とも呼ばれる有名な遺跡であるから、
おそらく全国で多くの人々が会場に足を運んで、ナス
カ文化に触れていることだろう。今後プロジェクトに
よる更なる研究で歴史の空白が埋まってゆくことを期
待したい。
 　ナスカ展　織物を見る
　　魚水　環（文学部史学科考古学専攻 2 年）
　２００７年６月２１日、石川県立美術館にて催され
ていた「世界遺産ナスカ展　地上絵の創造者達」へ考
古学実習の一環として行ってきました。本稿は、その
中でも特に印象深かった織物のことを主に書いてゆき
たいと思います。
　紀元前１００年頃から後７００年頃までおよそ
８００年にわたって続いたナスカ文化にあって、織物
は極めて重要かつ独特な位置にあったと考えられてい
ます。墓地から出土するミイラはいずれも布で丁寧に
梱包されており、一部の梱包にはきわめて細緻な構造
と多様な色彩を持つ織物が使われております。日用品
であったとしても儀礼用の品であったとしても、埋葬
という特殊な行事に使用されている以上に、それはナ
スカの人々が織物に意味を見出していた証左に他なり
ません。梱包材に使われたマント以外にも、頭飾りの
布・帯・上衣など多くの織物が発見されていること、
それらに見られる紋様の規則性、シンメトリーもまた、
これを裏付けるものと言えるでしょう。
　ナスカの織物に見られるシンメトリーは、布を織る
時の色糸の動きを拡大したかのような構造になってい
ます。「布や紐の構造それ自体がナスカの人々にとって
重要な意味を持っていた（フレイム 2006 :8,l.5~7）」
ためと解説されています。メアリ・フレイムは『繊維
関連技術は、複雑で多様な世界（中略）に一定の秩
序を与えるための、使い勝手の良い枠組みだったので
あろう。さまざまな関係を視覚的コードによって組織
